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　　　　　　　　　　　　主ig　］新発田市教育委員会

開催にあたって

昭和54年に新発田市として発掘調査の体制整備を始めて以降、開発行為に先立って実施し

た本格的な発掘調査は↑00か所を超えました。また、知られている遺跡の数も、調査体制の整備

以前は4市町村（旧新発田市・旧豊浦町・旧紫雲寺町・旧加治川村）の合計で260か所ほどだ

ったものが、その後の遺跡調査の結果を受け、現在では700か所近くとなりました。新発田の歴史

を解明する上で貴重な基礎データが蓄積されっっあります。

このたび、新発田市教育委員会では、発掘調査の成果を広く市民のみなさまに公開するため

に、各時代の特徴をよく示す出土品の展示を企画いたLました。限られた内容とはなりますが、発

掘調査の進展と共に明らかとなってきた、先人の足跡と悠久の歴史に思いをはせていただけれ

ば幸いです。

■新発田市の発掘調査

県や市町村などの自治体が行う発掘調査の多く

は、　「緊急調査」と呼ばれる、開発工事の事前調

査です。工事によって失われる部分のみを発掘調査

Lて記録に残す作業を行っています。新発田市の場

合、農業基盤整備事業（ほ場整備）や道路造成、

建物の建設に先立っものが大半を占めています。

調査箇所は市内の全域に及びますが、近年は平

野部での調査が増加しています。

それでは、これらの発掘調査成果を時代ごとに見

ていきましょう。

■旧石器時代

　主な遺跡叛ノ沢C遺跡（虎丸）、前山遺跡（中川）、

　　ふたこさわ　　　　　　　　　　かみしんでん
　　ニタ子沢A遺跡（菅谷）、上新田B遺跡（板山）

人類史の最初の段階が旧石器時代です。日本

列島では、3万年前頃からその痕跡が見っかり始め

ます。当時はまだ氷河期で、平均気温が今よりも低

く、ナウマンゾウなど今は絶滅した動物も生息してい

ました。坂ノ沢C遺跡や前山遺跡からは、この時期

の特徴をよく示す石器が出土しています。遺跡から

は、動物の狩りに使う槍先などを作っていた跡が見

つかっていますが、住居の跡はわかっていません。こ

れらの遺跡はキャンプ地のような一時的な居場所だ

ったと考えられます。

■縄文時代
　　　　おど　　　　　　　　　かみくるまの
　主な遺跡：小戸A遺跡（小戸）、上車野E遺跡（宮古木）、

　　　　　　　　　　　　　　　　きただいら　　貝屋A遺跡（貝屋）、石田遺跡（上石川）、北平B遺跡

　　（上三光）、中野遺跡（板山）、村尻遺跡（下寺内）

　日本では1万5千年前頃から土器が登場し、土器

の発明とともに縄文時代が始まります。しかし、市内

ではこの段階の資料はまだ見っかっておらず、市内

最古の土器は、今のところ8千年ほど前の縄文時

廟
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坂ノ沢C遺跡出土の県内最古段階の石器
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王冠型土器の出土状況（石田遺跡）

代早期のものです。そLて、遺跡の数が増え始める

のが縄文時代前期の終わり頃からです。
　　　　　　　　　　　t！てあな
縄文時代中期になると、竪穴住居で構成された

集落が増加します。この時代の石田遺跡や上車野

E遺跡、貝屋A遺跡などでは、新潟県内に多くみら

れる火焔型土器や、東北地方の影響を受けた土

器が多く見っかっています。

　縄文時代後期から晩期にかけての代表的な遺跡

に、中野遺跡と村尻遺跡が挙げられます。豊富な

土器・石器のほかに、中野遺跡ではヒスイの加工を

示す資料が出土し注目されます。また、村尻遺跡

からは、漆やアスファルトの利用を示す資料や、炭

化したクリやクルミなども見っかっており、当時の人マ

の様マな暮らしぶりがうかがえます。

■弥生時代
　　　　　　　　　　　　おうじやび　主な遺跡：村尻遺跡（下寺内）、王子山遺跡（小川）

　一般的に、弥生時代は米作りが始まる時代です

が、市内では弥生時代の集落や水田は見っかっく

いません。一方で、当時の墓と考えられる痕跡は村
　　　　やまそうか
尻遺跡や山草荷1遺跡（草荷）で見っかっていま

す。村尻遺跡から出土した土偶型容器ほかは、国

の重要文化財に指定されています。

■古墳時代
　　　　のなかどてつけ
　主な遺跡：野中土手付遺跡（野中）、曽根遺跡（天王）、

　　のみとりばし
　　蚤取橋遺跡（竹ヶ花）、矢詰遺跡（奥山新保）

古墳時代の遺跡は、加治川扇状地の外縁付近

の平野部で多く見つかっています。縄文時代の遺

跡が丘陵部に多いことに比べると、低地の開発が

進んだ結果を示すといえるでしょう。

野中土手付遺跡では、古墳時代初め頃の土器

がまとまって出土しました。これらの土器には、石川県

など北陸地方西部を中心に見られる形が多く、それ

までの東北地方の影響を受けた文化とは異なってい

ます。この時代の変わり目に、大きな人の動きがあっ

たとみられます。

また、蚤取橋遺跡では古墳時代後期の川の跡が

見つかり、通常では残りにくい木製品が多数出土し

ました。中には、祭事に使われたと思われる剣形や

刀形のほか、はしごなどの建物の部材もあり、当時の

人マの暮らLの様子がより具体的に伝わってきます。

■奈良・平安時代（古代）

　主な遺跡：曽根遺跡（天王）、丸山A遺跡（蔵光）、地蔵

　　　　　　　　　　lうじんうら
　　潟A遺跡（中ノ目新田）、荒神裏A遺跡（富塚町1）、

　　桑ノロ遺跡（桑ノロ）、真木山遺跡群（万代ほか）

　奈良時代の朝廷は、「律令制」という中国の制度

を取り入れく天皇中心の国づくりを進めました。地方

では、国・郡・里（郷）の単位ごとに、役所によって管

理が行われました。

　曽根遺跡は、福島潟の東岸に面した遺跡で、奈

良・平安時代の遺物が大量に出土しました。「郡」・

「上殿」などの文字が書かれた土器もあり、郡の役

所に関する場所だった可能性が指摘されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す　え
曽根遺跡東側の真木山丘陵では、同じ頃に「須恵

器」と呼ばれる焼き物の窯が多数築かれ、製鉄も盛

んに行われました。当時、窯や製鉄は官営であった

と考えられることから、曽根遺跡はこれらの生産や流

微高地上の古代集落（荒神裏A・B遺跡）
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通と関係の強い場所だったのかもしれません。

この時代になると平野部の遺跡数はさらに増加し

ていきます。西新発田駅前の荒神裏A遺跡・B遺跡

などでは、川沿いの微高地に営まれた集落が見っ

かっています。これらは、畑のそばに小型の建物が

数棟並ぶ村落的なものでLた。

■鎌倉・室町・戦国時代（中世）
　　　　　ふたつわりなかすみよし
　主な遺跡：ニツ割・中住吉遺跡（中島）、新発田城跡（大
　　　　　ぼうしゃくじやかた　　　　　　　　　はこだて　　　　　　　　　い

　　手町6）、宝積寺館跡（上三光）、箱館跡（早道場）、五

　　じみのやかた
　　十公野館跡（五十公野）、加治天王前遺跡（東宮内）

武士が政治の実権を握る鎌倉時代になると、幕

府は各地に守護や地頭などを配して地方を支酉己して

いきます。守護や地頭の中には、土着化して豪族と

なり各地域の支配を進めていくものも現れるようになり

　　　　　　　　　　　　　　　あがきたヒゆう
まLた。阿賀野川以北の豪族たちは「揚北衆」と呼

ばれ、時に連携L、また時には反目しながらも自立

性の強い地域を形成していきました。

　　　　　　　　　　かちのしtう
　加治川流域の多くは「加地荘」と呼ばれ、鎌倉時
　　　　　　　　　　　ささきもりつな
代初期に越後．守護となった佐々木盛綱の末商であ

る加地氏やその分家である新発田氏・竹俣氏らによ

って治められました。

彼ら領主層は、屋敷地の周囲に堀と土塁をめぐら

した館を築き、それぞれ地域支配の拠点としました。

これまでに、竹俣氏の館跡と考えられる宝積寺館

跡や、新発田城跡の一角で発見された、新発田氏

の館跡などを発掘調査し、それぞれの館の様子が

少しずっ明らかになっています。宝積寺館跡では、

高さ2mの土塁や幅4m・深さ2mの堀が見っかり、防

御性の高い屋敷地であったといえるでしょう。

深さ2mに及ぶ中世居館の堀（宝積寺館跡）

また、鎌倉時代以後になると全国的に流通する焼

き物が見られるようにk．ります。これらの館跡からは、

青磁や白磁といった中国産の磁器のほか、東海地

方で作られた瀬戸・美濃産の茶碗などの高級品も

出土しており、出土品からも勢力の大きさが推測でき

ます。

今年度に発掘調査を行った五十公野館跡では、

銅製の小仏像が出土しました。当時の有力者の中

には「念持仏」として専用の仏像を持っ人qがいまし

たが、遺跡から出土することは極めてまれであり、貴

重な発見といえます。

■江戸時代（近世）

　主な遺跡：新発田城跡（大手町4・6）

慶長3（1598）年、新発田藩祖・溝ロ秀勝・侯が

加賀大聖寺から新発田へ入封すると、中世豪族で

あった新発田氏の館跡を含む一帯に新発田城を築

き始めました。以後、新発田城は幕末維新期に至る

までの約270年間、藩の中心として存続しました。

　新発田城跡での発掘調査は、自衛隊の建物建

設や公園の造成などに先立つものがほとんどで、20

か所以上で行っています。
　　　　　　　　　　たっみやぐら
本丸跡では、三階櫓・辰巳櫓の復元にともなう調

査などを行いました。辰巳櫓跡では礎石を多数検出

し、櫓を復元するにあたって大きな情報をもたらしまし

た（第14地点）。このほか自衛隊の敷地内では裏門

部分を発掘し、門に伴う石垣を発見しています（第／6

地点）．

ニノ丸跡は、本丸北側の藩の施設などが建っくい

た一一一角と、本丸東側・南側の重臣屋敷地に大別で

新発田城辰巳櫓跡の発掘調査
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きます。前者では、上米蔵や御蔵屋敷があった場

所から、地名・人名・日付とともに「御蔵米」と書か

れた木札が見っかりました（第8・9・10地点）。年貢

などの荷札と考えられます。後者の家老屋敷地で

は、多くの陶磁器や木製品とともに「堀」と記された

木札などが出土しまLた。幕末の絵図面に記された

堀氏の屋敷地であることを裏付ける資料だと言えま

す（第21地点）。

　このほか、ニノ丸の西側ではタト堀の一部が見つ

かり、数回にわたって堀の修復を行った様子がわか

っています（第↑9地点）。

■埋蔵文化財活用の取り組み

現地での発掘調査が終わると、得られたデータや

出土品は、屋内での整理作業を経て発掘調査報

告書にまとめられ、その成果を公表します。

Lかし、発掘調査やその報告・書は内容が専門的

であるため、市民により分かりやすく伝える目的で「発

掘調査現地説明会」や「遺跡出土品展」、「文化

財展示コーナー」を開催し、その成果の解説を行っ

ています。

また、毎年4月には市内各小学校の6年生を対象

に「社会科出張授業縄文時代の暮らしJを実施し

くいます。各小学校に市内遺跡から出土した縄文

時代の土器などを持参して説明L、歴史学習の素

材とLて役立くてもらうとともに、郷土の先人の歩み

について関心を深めてもらっています。

　このほかにも各種団体の講演会・報告会等に参

加し、遺跡調査の成果を基に、郷土の歴史につい

てお伝えする活動を行っています。

小学校社会科出張授業の様子
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新発田市の遺跡年表

時 代 年代 の　　　　　写　　L

旧石器時代
30．000年前

22、OOO隼前

坂ノ沢C遣跡（虎丸）、前山置跡（中川）

ニタ子沢A遺跡（菅谷｝，上車野遣跡群〔富古木｝

18．000年前 上新田B遺跡（板山）

草創期
15、000毎前

縄
」．．．．．・」「．．．

　．1F9、000年前
FFFFF

早期 小戸A遺跡（小戸）、狐森B遺跡（小戸）
．．F．．．．．F． ．．．．．11．．．FF．．．1F1．．1．．．．．，」．F」FFF，，1．．．」1．．．層F」」」F．F」」F」

文
前期

6．加0茸前 狐森B遭跡〔小戸）

京沢週跡（菅谷）

時
　　」

中期
5．ooo鷲．杣 ．．1．．F．「F「．「「1FFlF」」ニタ子沢A遺跡〔菅谷）、石塚遺跡（小出）

石田遺跡（上石川）」．よ蕊璽巨違跡∫室古茶）．、、．．．．．、＿．．．、．、．．，、．．．、．．，

代

「，．．11

後期

．F．F，．．F．11．

4．OOO年前 ．1－．一．．「「．．．北平B遣跡（上三光）、貝屋A遣跡（貝屋）

ニタ子沢C遺跡（菅谷）、中野遺跡〔板山）
　．，．11

晩期．

．．．F．F．11．．F，1．F

3．ooo年前 ．層層．．．．．「「村尻遣跡〔下寺内）、館ノ内遺跡（山内）

十二林遺跡（蔵光）、青田遺跡（金塚）

弥 前期
2．500弗前

生

時

　　」

中期
2．000茸．前

．．．1．．F「．．1．．「1噛FF「．，11．「，，F」F，・」1L
村尻遺跡（下寺内）

山草荷【遣跡（草荷）、王子山遺跡（小川）　．．「「「「「「「「「「「「．

代
後期

1．800年前 曽恨遭跡（天王｝

古
前期「「－「「「

西麿

　300舞

「－1．1

野甲土手付遺跡（野中）、王子山遺跡（小川）

旦無趣（天勲∴．τ熈遺跡頃島！・七甘違旦鮭9）．

墳 400年

時
中期」」・」

代 後期

・．．．．．．．．．．．．「「1．

500年

．．．．「「「「「「，，，「「，「，，「「「「，「」」，「「，」」・・」・L」L」・・」」・L」L・」」」」

蚤取橋遺跡（竹ヶ花）．矢詰遺跡（奥山新保）

空毛遺跡〔飯島）、荒神裏B遺跡（盲塚町1）

飛
鳥

600卑
馬見坂遺跡く佐々木）

時
代

700年古

奈 志村山寵跡（吉浦）
良時代

貝屋窯跡（貝屋）、丸山A遺跡（蔵光）

地肱潟A遭跡（中ノ目新田）、荒神裏A遺跡（富塚町1）

曽根遺跡（天王）、真木山遺跡群（万代ほか）

800年 山王遺跡・松橋遣跡（五十公野）

平 空毛遣跡（飯島）、野中土手付遺跡（野申）

坂ノ沢C遺跡（虎丸）、下山田道下遺跡（下山田）

安 goo年 桑ノロ遺跡（桑ノロ）、太田遺跡（東宮内）
代

時 1000隼

代
，LOO隼

大沢（叶山）経塚（大沢ほか）

鋒 1200隼
北沢遺跡（滝沢）

倉
時

住吉遭跡・ニッ割遺跡・中住吉遣跡（中島｝、正尺遺跡（小坂｝

中

代 1300年
口法　王　　　　宮内）　　前　　（大伝

太斎館跡（太斎）．山王遁跡（五十公野）

室 1400茸

世

町〔時嵩代時　代

1500年

箱館跡（早道場）

宝稽寺館跡（上三光）、寺内館跡〔下寺内｝

安土桃山
1580年 新発田城跡第8地点（大手町6）

時代

1600年
新発田城跡第12地点（大手町6）

近 江

戸

時

1700年 斯発田城跡第15地点〔大手町6）

世 代

1800年 新発田城跡紘21地点（大手町6）

近
代 明治

1B70年
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